
平成２９年度 第Ⅱ期 実習報告書のまとめ 
山梨県薬剤師会    

薬学生受入対策委員会 

① 感想 
 ・ 人数が昨年より減となり、受入れについて心配していたが、人数が少ない中で工夫して指

導ができたように思っている。受け入れると日々指導する薬剤師も勉強になり良かった。 

 

 ・ 実習が始まるまでの準備は大変でしたが、始まって２～３週間経った頃にはお互いのリズ

ムがつかめてきてスムーズにできたと思う。協力薬局の色々な先生方にお世話になったおか

げで出来ない実習をやっていただけたのが良かった。 

 

 ・ 実習指導者として２度目の受入であり、実習の流れがつかめていたため実習後半は服薬指

導に重点をおくことができました。学生はのみ込みが早く特に大きな問題なく、１１週を終

える事ができました。 

 

 ・ 何か説明を求めても小さい声で単語でしか答えられなかったため、このまま実習を継続し

最終的に服薬指導ができるようになるのか、私が求めている目標が高すぎるのか、どうすれ

ばもっと自信を持って行動することができるのだろうかと悩むことが多かった。基本的にＰ

ＮＰでのフィードバックをしていたが、態度はタイミングが大事だと考え、患者対応の直後

に厳しい口調で注意をした。学生自身が良い事、悪い事が分かるようになり、劇的な変化を

遂げ最終的には自分で考え、服薬指導ができるようになった。実習中に色々な苦悩があった

が、学生の変化を見ることができ指導の難しさを感じた実習だった。 

 

 ・ 二か月半は長いと感じる。きちんと時間を取って教えるべきなのだが、普段の業務に支障

が出てしまう。他店舗の協力がないと難しい。 

 

 ・ 今回の実習生は比較的控えめでおとなしい感じでした。実習のレポートなどはしっかりと

こなしていましたが少し物足りない感じでした。 

 

 

② 問題点と今後の課題 
 ・ 女性が多い職場で男子実習生の受入で休み時間に共通の話題があまりなく、さみしい思い

をさせたかと思う。大学では一般名で覚えてくるので製品名と一致するのが学生が大変だっ

たように思う。 

 

 ・ 集合実習時の評価方法 

 

 ・ 特になし。 

 

 ・ ３０年度のトライアル、３１年度からの新コア・カリでの実習が不安。 

 

 ・ 就職策が決まっている為、興味のある部分が偏っていた。興味を持ってもらえるような工

夫も必要だが、実習先は実習生のニーズにあった薬局を選べるようになれば良いと思う。ま

た、いずれ経営者になることが決まっているため、本来の実習の目的からずれた質問が多か

った。 

 

 ・特に問題はありません。今後の課題は新カリキュラムに対応させるための実習スケジュール

を再考する事です。 

 



③問題点・課題の改善点 
 ・ 学生から集合研修に参加し他学との学生の交流が良かったと感想もあり、薬局での受け入

れは一人と少人数での受入なので今後も集合研修を行ってほしい。また、地域薬剤師会内で

指導薬剤師を増やし協力していけると良いと思います。 

 

 ・ 薬剤師会で集合研修の評価表を作って担当の指導薬剤師に配って学生に持たせて研修をし

てくれた先生に渡してもらうのはどうでしょうか？（評価は当日の帰りに学生に持たせても

良いし、後日ＦＡＸという形でも良いかと思います。） 

 

 ・ 特になし。 

 

 ・ どのような評価をすれば良いか評価基準を教えて欲しい。 

 

 ・ ＯＴＣなど手薄になってしまう部分が出てくるため、集合研修を増やしてもらいたい。大

学側から日報を指導薬剤師と一緒に記入するよう指示があったようだが、時間を取るのが困

難。特に厳しく接しているつもりはなかったが、先生訪問の際にメンタルを心配されたとの

ことで、その事を伝えられ、その後の対応に困った。 

 

 ・ 実習がマンネリ化しているので学生が興味をもって実習に臨めるようにしていきたい。指

導薬剤師ももっとモチベーションを高めていきたい。 

 

 

④協力薬局の感想・問題点と改善策 
 ・ 様々な実習を協力薬局による集合研修で行ってもらったが、概ね学生の感想は良かったで

す。薬局製剤の実習後、「評価結果表」をいただきました。実際に評価を送る時助かりまし

た。 

 

 ・ 特に問題ありませんでした。 

 ・ 期間中に３回実習生を受入れました。おとなしい学生さんだったので、最初は接し方にと

まどうこともありましたが、来る度に表情や態度に成長が見られ、基幹薬局での学びの頑張

りを感じることができました。個人的には今の指導方法からＯＢＥを意識した指導方法に変

えるための努力が必要だと思いました。ただの体験学習で終わるのではなく、実習終了時に

「自分は将来～な薬剤師を目指したい」と具体的な目標を掲げられるような経験をさせてあ

げたいと思いました。 

 

 ・ 今回は基幹薬局で出来ない部分を中心に実習をお願いしたので学生さんも興味をもちなが

ら実習できたと思う。 



実習生アンケート
長期実務実習　第Ⅱ期（平成２９年９月４日～１１月１９日）　６施設６名
アンケート提出者　　
病院実習　未：２　　　済：４
①今回の実習はあなたのニーズにマッチしましたか？

最低　１ 2 中程度　３ 4 最高　５
1 5

未記入：

②指導薬剤師から受けた指導時間いついてどうでしたか？

物足りない　１ 2 中程度　３ 4 充分　５
1 5

未記入：

③大学での事前学習・講義などと実習での相違点はありましたか？

なし あり 未記入
2 4

④自分で思い描く薬剤師像と実際の薬剤師像とマッチしていましたか？

かけ離れていた１ 2 中程度　３ 4 合っていた　５
1 4 1

⑤今回の実習を終えて、卒後の進路希望について変化はありましたか？

なし あり 未記入 その他
3 3

⑥主に実習を受けた薬局の指導薬剤師の対応はどうでしたか？

悪かった　１ 2 中程度　３ 4 良かった　５
6

⑦今回実習を行った他の薬局等での実習はどうでしたか？

悪かった　１ 2 中程度　３ 4 良かった　５
1 5

⑧今回の実習が今後（在学中、卒業後）に役立つと思いますか？

役立たない　１ 2 中程度　３ 4 役立つ　５
6



コメント部分について
③大学での事前学習・講義などと実習での相違点はありましたか？
＜あ  　り＞  ３名

⑤今回の実習を終えて、卒後の進路希望について変化はありましたか？

＜あり＞ 　３名
病院　⇒　病院または薬局　　　企業９：薬局１　⇒　企業５：薬局５
決まっていない　⇒　薬局・ドラッグストア
＜なし＞ 　３名
　⇒　調剤薬局、

⑨今後の実習をより良いものにするためにお聞きします。

・様々な店舗で実習を行えたので、多様な症例を見ることができたり、往診同行ができ
たり、薬局の内外の業務を学ぶことができた。ＯＴＣやセルフメディケーションについて
深く学ぶ機会が少なかった。

・メインの薬局以外にも他の薬局で実習を行う事が出来て良かったです。それぞれの薬
局の違い、特徴を知る事が出来てとても勉強になりました。

・大学での事前実習ピッキングシステムや監査システムは導入されていなかったが、
実習させていただいた薬局では導入されていて調剤の効率化がなされていた。

・現場での服薬指導は患者さんごとに違うので難しいなと思った。

・学校薬剤師、居宅訪問（訪問看護師の視点で見られた部分もあり良かったです）、ＯＴ
Ｃ販売、衛生検査、健康啓発活動など薬剤師が携わる部分を多く体験できたことや、一
つの薬局だけでなくいくつかの薬局を回り、薬局ごとの違いを感じることができたこと、Ｓ
ＢＯごとに課題をこなし、順序立てて理解できたことが良かったです。耳鼻科、眼科、精
神科の門前薬局、漢方薬局、ＯＴＣ販売薬局と回りましたが、科ごとに専門の知識がつ
いたので他の科の門前にも行けるとより良いと思います。また、医師や薬剤師による勉
強会や講演会の機会をもう少し増やすと現在の臨床での様子や、医師、病院薬剤師の
視点などを学ぶことができより良いと思います。

・実習前から在宅医療に興味があり、この実習では週1回以上の頻度で在宅訪問に同
行させていただくことができた点が良かった。薬局の実習は学生が１人の場合が多いた
め、期間中に他施設で実習中の学生との交流ができる集合研修はすごく良かったと思
う。他の大学の学生と情報交換ができる機会は積極的に増やしても良いと思う。

・実践的なことを多くできたので良かった。（服薬指導、調剤、監査など）色々な施設へ
行けたり、行事にも参加したり、良い経験になったと思う。

・より実践的だった。起こりやすい事象を把握しやすかった。目で見て体験して理解し
やすかった。

・医師との関係


